
この時期になると､ クリスマス関係の本をよく
見ます｡ 『よくわかるクリスマス』 という本を見
ていましたら､ 日本で最初に行われたクリスマス
のことが載っていました｡ ����年のイエズス会
のミサだそうです｡ 興味深いのは､ 少し後����
年のクリスマスには､ 司祭から日本人信徒に劇を
するように要請があり､ 信徒たちは一任されて多
くの劇をしたそうです｡ たとえば､ 生まれたばか
りのイエスのもとに羊飼いが訪ねていくものなの
です｡ まさに今も行われているペー
ジェントです｡ おもしろいのは､ 教
会の中央に､ 金色のリンゴの実のつ
いた木をおき､ ルシフェルがエバを
欺いたとの､ アダムとエバの物語の
劇をしたそうです｡ 要するに､ クリ
スマスに､ 人類最初の二人が神に背いたという劇
をしたということで､ クリスマスを祝う意味は､
イエスがキリストとしてこの世界に来られたこと
であるとはっきり知っていたということです｡ そ
の他には､ 日本的に言うなら大岡さばきの､ ソロ
モン王の見事なさばきも劇にしたということです｡
それは､ 一人の赤ちゃんを巡り､ 二人の母親が登
場し､ どちらも我が子だと主張したことへのさば
きです｡ 剣で二つに切り分け､ 二人に分けようと
の判定で､ そんなことをしないでもう一人に与え
てほしいと言った女が本当の母だということです｡
今でいう子どもの人権がないがしろにされたり､
赤ん坊が多く亡くなる当時の日本でしたから､ そ
のような劇で､ キリスト教の考えを主張したのか
もしれません｡
今では､ どちらもクリスマスに取り上げられる

ことはありません｡ でもこの二つの話も､ クリス
マスの本質と深いつながりがあるということです｡
アダムとエバの話では､ 神からの人間の離反を描
いています｡ 神と人との関係が切れ､ 人と人との
関係が切れ､ 自分と自分の関係が切れることを罪
と呼んでいます｡ 人間の方から離反したというの
が､ この物語で､ その後ずっと､ イスラエルの人
たちを通じて､ 神からの離反､ それに対するさば
きが繰り返し､ 繰り返し続きます｡ その罪は､ 周

りの強大な国家の軋轢の中で､ 強く大
きなものを志向し､ 小さな弱い存在を
作りだし､ また小さな弱い存在を圧迫
するものでした｡ そのような中､ 真の
救い主を待望する人たちがいたのです｡
この世界にイエスは遣わされたので

す｡ それはまず神と私たちの関係を回復するため
でした｡ 私たちも神とつながり､ 神の子として生
きることが許されたのです｡ 神は､ この世界を生
み出し､ 成り立たせている命の源です｡ その神と
つながることが､ 人にとってなくてならないあり
方だと､ 聖書は繰り返し語っています｡ そのあり
方が､ 今日の言葉で言うと､ ｢神は我々とともに
おられる｣ ということなのです｡
マタイによる福音書では､ 学者たち､ 伝統的に
は三人の博士たちは､ イスラエルから言うと異邦
の人たちで､ 自国では知者で魔術師のような立場
で､ 社会的にも高い人たちだったようですが､ 弱
小国にメシアが生まれると､ はるばる旅してきた
ところから考えますと､ 自分たちの宗教や立場で
は生きることの困難さを抱え､ 弱小国であるイス
ラエルに誕生するキリストに救いを求めたものと
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思われます｡ イスラエルから言うと､ この人たち
は真の神ではなく､ 魔術のようないかがわしいも
のによっている蔑視の対象でありました｡ そのよ
うな周辺の人たちが､ 生まれたばかりのキリスト
のところに赴いた意味はとても大きいのです｡ 小
さな､ 弱い存在に目を､ 心を注がれる神の御心が
ここにもあります｡
人間はそんなに強いものではありません｡ 強そ
うな人も､ 強がっていたり､ その時が順風満帆で
うまくいっているだけだとも言えるのです｡ うま
くいかないことや失敗が重なると､ そうはいきま
せん｡ また人間の努力や頑張りではどうしようも
ない現実もあります｡ 多くの限界も持っています｡
小さな､ 弱い面をたくさん抱えています｡ そのよ
うな人間とともにいてくださる方がいるというこ
とです｡ この時期､ そのような年齢になったから
でしょうか､ 喪中の挨拶状が例年になく届いてい
ます｡ 中には､ 悲しみ､ 嘆きが伝わってくるよう
なものもあります｡ そのような嘆き､ 悲しみ､ 寂
しさが渦巻いているただ中に､ イエスはキリスト

として来られました｡ そして今も世界には､ 多く
の争いや対立､ 小さく弱い存在がひどい目に遭う
ような悲惨なことが絶えず起こっています｡ 闇が
覆っています｡ そこにキリストが来られた､ 私た
ちとともにいてくださる方として来られたという
こと､ そのことを小さい子どものような気持ちで
感じるクリスマスでありたいと思います｡
最後に詩人､ 坂田寛夫さんの詩を紹介します｡

阪田寛夫 ｢クリスマスだから｣

クリスマスだから かんがえる
たくさんたくさん たくさん
かなしんでいる ひとの こと

それから すこうし かんがえる
どうしてどうして どうして
かなしいことが あるのかな

クリスマスだから かんがえる
かなしんでいる ひとのこと
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今年もイエス・キリストのご降誕をお祝いするクリスマスの季節がやってきました｡ クリスマス
は､ キリストがご自身のすべてを人々の幸せのためにささげつくしたことにならって､ 少しでも人々
の幸せのためにささげることを実践する季節です｡ 今年は災害被災地として､ 水害被災地の西日本
および関市､ 大震災被災地の北海道､ またインドネシアの地震被災地を覚えたいと思います｡ 思い
を込めてご献金ください｡���� �������������������������������①水害被害地の西日本､ 関市､ 大震災被災地の北海道を覚えて②近隣の施設を覚えて：

岐阜いのちの電話､ 野宿生活支援の会ほか､ ③海外の被災地等を覚えて：インドネシア
の地震被災地など

◎ 関キャンパス総務課カウンター・各務原キャンパス事務室に設置していますクリスマス献金箱に献金
ください｡ ご協力をよろしくお願いいたします｡
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小学校�年生の時､ 教会の幼稚園出身のクラス
メイトがいました｡ 毎日一緒に遊んでいた私は｡

いつしか彼女が通う教会の幼稚園の日曜学校にも

一緒に行く様になりました｡ 日曜学校では､ クリ

スマスになると子どもたちのためのクリスマス会

が開かれました｡ 初めて参加したクリスマス会は､

キラキラ光る大きなクリスマスツリーが飾ってあ

り､ お菓子のプレゼントやゲームもありとても楽

しいもので､ あまりの楽しさに 『生まれ変わった

らこの教会の幼稚園に入るんだ！』 とさえ思いま

した｡ �年生になり､ 彼女とはクラスが離れ遊ば
なくなって､ 私の日曜学校通いも終わりを迎えま

したが､ クリスマスは私にとって特別な日となっ

たのでした｡

それから､ 何十年と経ち､ 結婚して息子が生ま

れ､ 家族で私が生まれ育った街に帰ってきました｡

息子が�歳になり幼稚園を決める時思い出した
のが､ あの教会の幼稚園でした｡ 『私が生まれ変

わらなくても子どもを教

会の幼稚園に入れよう！』

と迷わず息子を教会の幼

稚園に入れることにしました｡ 教会の幼稚園は私

が想像していた通りの素敵なところでした｡ クリ

スマスの時期には毎年盛大に ｢クリスマス祝会｣

が行なわれ､ 年長さんの中からサンタクロース役

の子どもが一人選ばれるのですが､ 息子がなんと

サンタクロースに選ばれたのです｡ (単に身長が

高く､ 大きな声が出せるということだったのです

が) 私の憧れだった教会の幼稚園のクリスマスに

息子が新しい想い出を作ってくれました｡

息子が大人になった今でもクリスマスの時期に

なると､ 息子のサンタクロースの話で盛り上がっ

ています｡ 今はもう､ 教会の幼稚園はなくなって

しまいましたが､ 私と家族のクリスマスの大切な

想い出です｡
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今年もクリスマスの季節を迎えました｡ 世界には紛争が絶えず､ 地球の温暖

化にともなう異常気象により各地に災害がもたらされています｡ 住み慣れた家

を失い､ その日の食物にも窮する多くの人々がいることに心の痛みを覚えます｡

救い主イエス・キリストの降誕を祝うクリスマスにあたり､ 小さな命が尊重される平和な世界の実現の

ために共に祈りを合せましょう｡

今からおよそ二千年前､ ユダヤのベツレヘムの馬小屋で救い主イエス・キリストは生まれました｡ 救

い主の誕生を最初に告げられたのは､ 宮殿の王様ではなくて､ 野宿をしていた貧しい羊飼いたちです｡

｢あなたがたは､ 布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう｡ これがあなた

がたへのしるしである｡｣ (ルカ����) 貧しい飼い葉桶の乳飲み子には､ 世の宝も力もありません｡ しか
し､ 小さく貧しい乳飲み子の中にこそ真の救い主のしるしがあると告げたのです｡ すると突然に天使の

軍勢は高らかに賛美します｡ ｢いと高きところには栄光､ 神にあれ､ 地には平和､ 御心に適う人にあれ｡｣

(ルカ����) ここにはクリスマスに現わされた神の栄光が示されています｡ それは争いと憎しみの絶え
ない世界に真の平和をもたらすために生まれた救い主の栄光であります｡

ところで､ ��年近くアフガニスタンとパキスタンで医療活動に従事してきたクリスチャンの中村哲医
師は､ 旱魃と急速に進む沙漠化の中で､ 現地の人達と共に井戸を掘り､ 灌漑用水路を建設してきました｡

水の確保と緑の大地の復活により多くの避難民が自分たちの村に帰ってくることが出来るようになりま

した｡ 貧しい現地の人達に寄り添い､ 共に生きる中村医師の歩みはキリストの愛を証しています｡ そこ

には民族や宗教の違いを超えて真の平和を創り出す救い主の栄光が現わされています｡���������� 田中 文宏 (��������������) ����年､ 兵庫県の山間の温泉町に生まれる｡ 中学生
の頃より眼の病気に悩み､ 盲学校の教師を志して東京教育大学に学ぶ｡ 卒業後､ 牧師を志して東京神学大学に入学｡����年､ 高知県・須崎教会牧師､ 須崎幼稚園園長｡ ����年に米国に留学し､ ウェスタン神学大学､ シカゴ神学大
学で牧会カウンセリングを学ぶ｡ ����年､ 札幌・真駒内教会牧師､ まこまない明星幼稚園理事長・園長｡ 北海道い
のちの電話研修委員｡ ����年より名古屋桜山教会牧師｡ 現在､ 日本盲人キリスト教伝道協議会議長｡
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